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新 しい経 口マクロライ ド系抗菌薬azithromycin(AZM)の 臨床的検討 を行い,以 下の成績 を得

た。

肺炎2例,慢 性気管支炎3例 の計5例 にAZM 250mgま たは500mgを1日1回,3日 間投与 した。

臨床効果 は肺炎2例 中1例 が有効,慢 性気管支炎3例 中2例 が有効であ り,全 体では5例 中有効3

例,無 効2例 であった。副作用,臨 床検査値の異常変動は認められなかった。
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Azithromycin(AZM)は,フ ァイザ ー社 で 開 発 され た は じ

め て の ア ザ ラ イ ド系 の 経 口 抗 菌 薬 で あ る 。 本 剤 はeryth-

romycin(EM)の14員 環 ラ ク トン に メ チ ル 置 換 窒 素 を 導

入 し,15員 環 と す る こ と に よ り,胃 酸 に よ る影 響 を 少

な く し,安 定 性 を獲 得 して い る1)。

本 剤 はStaphylococcus aureus,Streptococcus pneumoniae等

の グ ラ ム 陽 性 菌 お よ びMoraxella catarrhalis,Escherichia

coli,Haemophilus influenzae等 の グ ラ ム 陰 性 菌,さ ら に

Chlamydia属,Mycoplasma属 に 対 して も抗 菌 力 を有 し,グ

ラ ム陰 性 菌 に対 して は 他 の マ ク ロ ラ イ ド剤 よ り優 れ て い

る と い う2～4)。

今 回,我 々 は 呼 吸 器 感 染 症5例 に対 し て,AZMを 臨 床

使 用 す る機 会 を得 た の で そ の 成 績 に つ い て 報 告 す る。

対 象 は 平 成4年8月 よ り平 成5年7月 ま で に 東 京 慈 恵 会

医 科 大 学 附 属 柏 病 院 総 合 内科 お よ び聖 マ リア ン ナ 医 科 大

学 難 病 治 療 研 究 セ ン ター を受 診 し た外 来 患 者 で,試 験 に

先 立 ち薬 剤 の 概 要,試 験 の 目的,方 法 等 に つ い て 説 明 を

受 け,自 由 意 志 で 参 加 し た男 性5例 で あ る。 年 齢 は49歳

か ら78歳 に わ た り平 均66.8歳 で あ っ た 。

疾 患 の 内 訳 は 肺 炎2例,慢 性 気 管 支 炎3例 で あ る 。

AZMの250mgま た は500mgを1日1回 食 後,3日 間経 口投

与 した。

臨床 効 果 は,自 ・他 覚 所 見 お よ び 臨 床 検 査 値 の改 善 度

か ら,主 治 医 が 著 効(excellent),有 効(good),や や 有 効

(fair),無 効(poor)の4段 階 に判 定 し た。 ま た,細 菌 学 的

効 果 はAZM投 与 前 後 の 原 因 菌 の 消 長 か ら 消 失(eradi-

cated),減 少(decreased),菌 交 代(replaced),不 変(un-

changed)お よび不明(not evaluated)と 判定 した。

AZM使 用成績の一覧をTable 1に示す。

臨床効果は,肺 炎2例 中有効1例,慢 性気管支炎3例 中

有効2例 であ り,全 体では5例 中有効3例,無 効2例 であ

った。

症例ごとの経過を略記する。

症例1は 基礎疾患 に糖尿病 を有する慢性気管支炎の症

例でAZM 250mgを1日1回3日 間投与 したが,投 与開始7

日後になっても自 ・他覚症状および臨床検査値に改善が

み られず無効 と判定 した。7日 後 よ りofloxacinに変更 し

たところ急速に改善 した。起炎菌は分離 されなかった。

症例2は 基礎疾患 に糖尿病,高 血圧,高 脂血症 を有す

る肺炎症例でAZM 500mgを1日1回3日 間投与 したが,

投与開始3日 後にも自 ・他覚症状お よび胸部陰影 に改善

がみ られず無効 と判定,cefixime次 いでclarithromycinに

変更 して改善 をみた。投与前 には喀痰が得 られず,投 与

中の喀痰 よりEM耐 性 のS.pneumoniaeが 分離 されたが,

その消長 は不明であった。

症例3の 肺炎例は,平 成5年7月10日 頃よ り関節痛,微

熱 咽頭 痛が出現 した。7月19日 悪寒 とともに体 温が

38.7℃,吸 気時の右胸痛が出現 し,咳 嗽,膿 性痰がみら

れるようになった。7月20日 胸部X線 にて右下肺野 に異

常陰影が認め られ,肺 炎の診断 にて本剤500mg 1日1回

3日 間投与 を開始 したところ,投 与開始7日 後 までに解

熱,咳 嗽消失,喀 痰量減少,胸 部X線 陰影の改善,CRP

の陰転化 が認め られ たため有効 と判定 した。起 炎菌 は

EM感 性 のS.pneumoniaeで,本 治療により消失 した。
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症例4の 慢性気管支炎症例は高尿酸血症 を基礎疾患 に

もち,平 成4年8月 上旬 より膿性痰が出現 していたが,

発熱 をみなかったため,抗 菌薬の使用は行 わず経過観察

していた。 しか し,膿 性痰およびCRP高 値が持続するよ

うになったため8月14日 に本剤500mg 1日1回3日 間投与

を開始 したところ,投 与開始6日 後 にはCRPの 改善,10

日後には喀痰性状の改 善がみ られたため有効 と判定 し

た。起炎菌は確定 し得なかった。

症例5は,胃 潰瘍,肺 化膿症の既往歴があ り,基 礎疾

患に高血圧症お よび高尿酸血症 を有する慢性気管支炎症

例である。平成5年1月 中旬 より全 身倦怠感,微 熱,軽

度咳嗽 を認め,WBC 9200mm3,CRP 3.1mg/dlを 認めた

ため,本 剤500mg 1日1回3日 間投与 した。投与開始4日

後 に咳嗽は消失 し,7日 後にはCRPお よび 自 ・他覚所見

の改善 も認めたため有効 とした。本例では経過中の喀痰

採取が常に不能であ り,起 炎菌は不明であった。

全例において本剤 に起因すると思われる副作用は経験

されず,ま た臨床検査値 の異常変動 も認め られなかった

(Table 2)。

近年の経口抗菌薬の進歩は目覚 ましく,急 性肺炎,慢

性気道感染症のうち,中 等症 までなら経 口使用のみでの

治療が可能になって きている。

今回の検討に用いられたAZMは,EMの14員 環の9a位

にN-メ チル基 を導入する ことにより胃酸に対する安定

性 を獲得 した1)。また血1中消失半減期が約70時 間 と長 く,

さらに感染組織への移行 にも優れ6),従 来のマクロライ

ド系抗菌薬にくらべて体内動態が改善された。 これらの

特徴 から,1日1回3日 間の短期間療法の有用性の検討が

試み られた。われわれの検討では,呼 吸器感染症5例 中

3例 が有効以上 と判定 された。 また,全 国規模で行われ

た本剤の内科領域 における臨床試験成績の総括報告 によ

ると,臨 床効果において,1日1回3日 間投与での有効率

Table 1. Therapeutic results obtained with azithromycin

Table 2. Laboratory findings before and after administration of azithromycin

B: before A: after
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は88.3%(286/324)で あ り,短 期 療法で十分 な効果が

得 られることが裏付 けられている。さらに副作用は3.0%

(10/331)と 報告 されてお り,安 全性 において同系他剤

と比較 して も特に問題のない ことが示唆 されている6)。

また,近 年EM等 の14員 環マクロライ ドに特徴的 とされ

ている,び まん性 汎細気管支炎に対す る効果 はAZMに

も認め られる とい う7)。従来のマクロライ ド系抗菌薬の

弱点であったH.influenzaeへ の抗菌力が改善 された点 と

も考え合わせ,呼 吸器感染症に対す る本剤の有用性が期

待 される。
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Clinical study of azithromycin
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A clinical study of azithromycin (AZM), a new oral macrolide antibiotic, was performed with the

following results. AZM at a dose of 250 or 500mg was administered once a day for 3 days to 5 patients,

including 2 cases of pneumonia and 3 cases of chronic bronchitis. The clinical result was effective in 1 of

2 cases of pneumonia and 2 of 3 cases of chronic bronchitis, that is, 3 cases responded effectively and 2

cases did not respond. No adverse reactions were observed, and there was no evidence of abnormal

laboratory changes.


